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主催： 豊田市小原和紙のふる さ と

開館時間： 午前 9 ： 0 0 ～午後 5 ： 0 0 （ 入館は午後 4 ： 3 0 ま で ）

休 館 日： 月曜日（ 祝日 と 1 1 月 1 6 日 ,  1 1 月 3 0 日を 除く ）

豊田市小原和紙のふる さ と  小原和紙美術館

小泉　 巧 K OI ZU M I  TAK U M I



　 変化の多い、 そし てその速度が増し 続ける 現代におい

て、 漆や和紙に向き 合う こ と は、 時間の流れそのも の

に触れる 行為である と 感じ ていま す。 漆が硬化する ま で

のゆる やかな時間は、 私たちの日常の感覚から 少し ずつ

遠ざかり つつある も のでも あり ます。

　 制作を 続ける 中で、 急速に変化する 現代の時間と 、

自分の身体が感じ ている 時間と のあいだに、 “ずれ” を覚

える こ と があり ま す。 その “ずれ” は、 と き に不安のよ

う でも あ り 、 し かし 同時に、 そこ に留ま り たいと 感じ

さ せる も のでも あり ま す。 完全に同化する こ と も 、 完全

に離れる こ と も でき ない──そのあいだで揺れながら 、

私は現代における 漆の在り 方を考え続けています。

　 本展では、 そう し た思考の中から 、 人々の生き る 時間

かわり ゆく も の、 かわら ないも の

小泉　 巧 （ Ko izum i Ta k um i ）

　 小泉 巧は、 紙と 漆を 用いた「 紙胎（ し たい）」 の技法によ っ て制作し ている 漆芸

作家です。 紙を折ったり 、 曲げたり 、 素材を探求する 過程を経て、 紙と 漆なら ではの

造形を生み出し ています。 端正な器であり ながら 、 そのシルエッ ト は遠く にそびえ立つ

構造物のよ う でも あ り 、 紙の軽やかさ を 感じ たかと 思えば、 漆がも つ深みや重さ が

感じ ら れたり 。 本展では、その「 あはひ※」に紙や漆が持つ拡がり や可能性を探り ま す。

豊田市小原和紙のふる さ と  

紙と う る し で で き た「 紙胎（ し た い）」 のお皿に、 カ ラ フ ルな う る し

を 使っ て 絵を かき ま す。 う る し と いえば黒と 赤を イ メ ージする かも し

れま せん。 実はいろ んな色を 使う こ と ができ ます。 好き な色を つかっ

て自分だけのお皿を つく り まし ょ う 。

ワーク ショ ッ プ

京都生ま れ / 主に紙に漆を 塗る「 紙胎」 技法を 用い、日用品から 立体作品まで幅広く 制作し てい

る 。 う ま く 言葉で言い表せない、 でも 自分の中に確かにある 、” 心地よ いかたち ” を 制作のよ り

ど こ ろ にし て いる 。 現代社会において 生活から 離れつつあ る 漆工芸だ が、 人々に 寄り 添う よ

う な漆の可能性を探求し 続けている。

主な個展

2 0 2 1 　「 線に依る」 アート ギャ ラ リ ー北野（ 京都） ,「 漆のも の、 然々」 K IKKAKEKKO（ 滋賀）

2 0 2 3 　「 海鳥たちに『 おはよう 』 と 」 Po tta r i g a lle r y（ 東京）

2 0 2 4 　「 KO IZU M I TAKUM I a t N OTA _ SHOP」 N OTA _ S H O P（ 滋賀）

主なグループ展等

2 0 2 2 　「 小泉 巧 / 田井 昭江」 K IKKA KEKKO（ 滋賀）

　 　 　 　 「 n uance 」 SOQSO（ 京都） ,  「 taste 」 ギャ ラ リ ー 八角（ 京都）

2 0 2 3 　「 点」 ギャ ラ リ ー氵（ 京都） , 「 水平と 垂直から のジャ ン プ」　 水犀（ 東京）

2 0 2 4 　「 POLYPH ON Y OBJECTS」　 Kar im o ku  Com m on s To k yo（ 東京） 

2 0 2 5 　「 ほのか う ら ら か ふふむ たたずむ」 g a llery サラ （ 滋賀）

　 　 　 　「 我们为何手作 W hy W e Craft PART2 M onotone and Chic 」 BY ART M ATTERS M ARKET（ 中国・ 杭州）

　 　 　 　「 兀兀　 kotsu  k o tsu   小泉 巧 × 堀内 快」 ate lie r &  g a lle ry  Creava  （ 石川）

その他制作

2 0 2 2 　 A m an 京都 開業３ 周年記念「 森の庭 茶箱セッ ト 」 茶器・ 建水

2 0 2 4 　 Six Sen ses 京都 M o ss Bo w ls  制作

2 0 2 5 　 A m an レジデン ス Vase 制作

2 0 2 6 　 Cap e lla 京都 アート ピース制作
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豊田市小原和紙のふる さ と W E B サイ ト

や空間に寄り 添う 漆工芸の可能性を探り ま す。 漆や和紙

が持つ工芸的なアプロ ーチは、 現代のス ピード と は異な

る 時間性を内包し ています。 それら をあえて対置する こ

と で、 素材が内に抱え る 多層的な時間や視点のずれを

体感し ていただく こ と を目指し ます。 また本展では、 作品

の配置によ っ て生ま れる 「 間（ ま）」 を 通し て、 空間の

リ ズムを構成し ます。 モノ と モノ 、 モノ と ヒ ト 、 ヒ ト と

ヒ ト のあいだに生ま れる 距離の中で、 鑑賞者が自身の

呼吸や時間の流れを意識する 場をひら き ます。

　 変わり 続ける も のと 、変わら ずに在り 続けるも の。 その

あいだにある 感覚を、 静かにすく い上げる 試みです。

小泉  巧

う るし でお絵かき  紙胎のお皿に絵付け体験

日　 　 時： ①10 /11 ( 日),  ②10 /17 ( 土)　 午後 1： 00 ～ 午後 3： 00

会　 　 場 ：  豊田市小原和紙のふる さ と  和紙と う る し 工房

参 加 費 ： 1 , 5 0 0 円（ 原材料費・ 郵送での作品お届け希望の場合 別途 4 3 0 円）

定　 　 員： 各回1 0 人（ 先着順）

対　 　 象： 小学生以上（ 小学生は保護者同伴）

申　 　 込： 小原和紙ふる さ と ホームページ内のお問い合わせフ ォ ームから 。

受付開始： 9 /2 6 （ 土） 午前 1 0： 0 0 ～

注意事項： 本物の漆を 使います。 体質によ っ てはかぶれる こ と も あり ます。 かぶれた場合の責任

　 　 　 　 　 は負いかねますのでご注意く ださ い。

開館時間： 午前 9： 0 0 ～ 午後 5： 0 0  ( 入館は午後 4： 3 0 ま で )

休 館 日 ： 月曜日（ 祝日 と 1 1 /1 6 , 1 1 /3 0 を 除く ）

観 覧 料 ： 一般 2 0 0 円 ( 有料入館者 2 0 名以上の団体は1 人 1 5 0 円 )

豊田市小原和紙のふる さ と  小原和紙美術館
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交通案内

●公共交通機関を ご 利用の場合（ と よ た お い で んバス ）

　 豊田市駅から 上仁木行き で 約 6 0 分、 和紙のふる さ と バス 停下車

●お 車を ご 利用の場合

　 猿投グ リ ーン ロ ード 中山 I.C . から 国道 4 1 9 号線を 北へ約 1 5 k m

※豊田市内在住の1 8 歳以下 と 7 0 歳以上、 豊田市内在住ま たは豊田市内の高校に通学

　 する 生徒 、身体障がい者手帳等の交付を 受けて いる 方は無料。 ( 要証明書 )

※他の減免については豊田市小原和紙のふる さ と のホームページ を ご 覧く ださ い

小泉　 巧

う る し

※あはい…物と 物と 間、 関係を意味する 古いこ と ばあはひ


